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全村博
だより

ぜんそんはく

全村博物館構想は、身の周りにある良いものをみんなで
一緒に探して、学んで、この村で楽しくやっていこう♪

という活動です。
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9/29(金)・30(土) そのはらの月見祭り

9/29(金) そのはらの月見祭り 前夜祭 入場無料

園原は平安時代後期以降、月の名所として知ら
れ、多くの歌に詠み込まれてきました。そんな園
原で、中秋の名月に合わせイベントを開催します。

●信濃比叡 廣拯院
17:00～千体地蔵灯明・法要ほか
19:00～朗読「京ことばで語る源氏物語・帚木」

山下智子氏（女優）

●信濃比叡 門前屋、ビジターセンターはゝき木館
17:00～お月見限定メニュー販売

9/30(土) そのはらの月見祭り 本祭 入場無料

●場所：阿智村中央公民館ホール
●13:00 開場
13:30 書家実演

 小澤蘭雪氏
14:00 記念講演会

 原岡文子氏
15:30 狂言「とくさ」

 加藤木朗氏 他
16:20 終演

●ビジターセンターはゝき木館
20:00～琵琶演奏 羽化連

全村博カフェ 開催しました

月１回の開催です。申込不要、ふらりとどうぞ。

・10月7日(土)午後1時30分～
・11月7日(火)午後7時～
・場所 古民家つぼや（阿智村駒場1151）

駐車場：駒場区自治会館

東山道・園原 ビジターセンターはゝき木館

◎トピック展示『そのはらの木賊と月』開催中！

月の名所といわれる園原。木賊(とくさ)・
月・うさぎの関係とは？月見祭りと合わせて
お楽しみ下さい。火曜休館、10/29(日)まで。

9/5、全村博に関することを自由に話す「全
村博カフェ」を開催しました。今回の参加者は
７人で、阿智村のメンバーに加え、中川村で古
民家保存活用に取り組む方２人が参加しました。
全員が自己紹介をし、全村博の活動に参加し

たきっかけや、どんな分野に関心があるかなど
を話しました。中川村の参加者の方からは「古
民家を活用して民泊に取り組んでいる有志が集
まり、古民家の保存活用を考えるネットワーク
をつくりつつある。専門家との見学ツアーなど
も実施している。」といった話を聞きました。
阿智村の参加者からは「今度は中川村に行って
交流したい」との声がありました。

３村連携・中馬街道プロジェクト

中馬街道ガイド研修会

第1回
・日時 10月11日(水)午後1時30分～
・場所 浪合振興室（旧浪合村役場）

下伊那郡西部を
通る「中馬街道」
について、これま
で街道の石造物や
歴史の学習会を
行ってきました。

第2回
・日時 10月18日(水)午前10時～
・場所 平谷村役場

学習会には30人以上が参加しました。

今回は実際に現地でガイドをするための研修を
行います。中馬街道に関心のある方、歴史やガイ
ドに興味のある方はぜひこの機会にお集り下さい。
初めての方も歓迎です。参加無料、申込不要。

★それぞれ
違う内容です



阿智村 全村博 #全村博 #だけじゃない阿智
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◎「こまんば便り」 駒場区集落支援員：塚田より

● つぼやのレトロなお風呂を公開中♪

つぼやの古い浴室を掃除し、訪れた方に見て
もらえるようにしました。昔のお風呂なので
シャワーはなく浴槽のみです。浴室の上部は土
壁で、下部は旧銭湯玉の湯のような淡いお洒落
なタイルが使われています。つぼやにお立ち寄
りの際は、ぜひ見てみてください。

● 9/3 こまんばマルシェ開催！

今回のこまんばマルシェは、初めての出店者
さんも多く、植物やこだわりのアクセサリー、
焼きそば、かき氷、ホットドッグなど21店舗が
出店しました。阿智村産の竹を使った懐かしの
水鉄砲作りもしました。この日はとても暑かっ
たので子ども達が水浸しになりながら、水鉄砲
を満喫しました。また、秋のクイズラリーを実
施し、クイズに答えながら駒場の街並みを楽し
んでもらいました。

昭和のタイルデザインが美しいノス
タルジックな離れのお風呂。銭湯が近
くにあった街道に家風呂を持てること
は「つぼや」が栄えていた証ですね♪

◎園原歴史ロマンコース
・日時 10月15日(日)午前10時～12時
・集合 園原ビジターセンターはゝき木館

◎中平パワースポットコース
・日時 11月19日(日)午前10時～12時
・集合 中平公民館（集会所）

＊参加費：大人1,000円/小中高生500円/未就学児無料
＊申込み不要。各集合場所にお越しください。

毎月第３日曜日ガイドツアー

阿智村・園原の魅力 とは？

・・・・11月は、智里東・中平だよ！

園原には「帚木」と呼ばれるヒノキの大木
があります。源氏物語に登場したことにより
一躍有名になりました。「遠くからは見える
のに、近づくと見えなくなる」不思議な木と
言われ、それが人の心の移ろいやはかなさに
喩えられています。

① 帚木（ははきぎ）

1958（昭和33）年、台
風で倒れた帚木は飯田
下伊那の郷土史家たち

ポイント２ 今も根本近
くの幹が残っていて、
見に行ける！

ポイント３ 台風のため
に折れた帚木を伐る時、
告別式が行われた!

車道から山道を10分も
いかないうちに「帚
木」の根元に行くこと
ができます。

によって告別式が行われました。地元観光協会な
ど関係者十数人が出席し、木の太さを測ったりス
ケッチ、写真撮影をしながら木にまつわる伝説や
思い出などを語り合いました。その後、伐り倒し
た部分は製材し一部は配布・販売されました。残
りの大部分は智里西地区内に保管されていました
が、1961（昭和36）年の災害で流失してしまいま
した。

ポイント１ 様々な歌人が歌に詠んでいる！

園原や伏屋に生ふる帚木の
ありとは見えて逢わぬ君かな

坂上是則
（905年）

「帚木」は「園原」や「伏屋」とともに歌枕
として使われるようになりました。園原は
「和歌のイメージをもつ地」として平安貴族
の中で認識されたのです。
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